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こんなところです!こんなところです!
【第５次ボランティア・市民活動推進計画】
　東海市社会福祉協議会では、基本理念『おもい つながり ささえあう－「ふだんの くら
しの しあわせ」をかたちにー』の実現のため、市民が気軽にボランティア活動に参加でき
るようにと、２００４年度（平成１６年度）から５年間ごとに「東海市ボランティア・市民活動推
進計画」を策定し、計画の進行管理、評価をしています。
　２０２４年度からは、第５次ボランティア・市民活動推進計画（５か年）「ちょこっとやろま
い」に基づき進めていきます。

　「ちょこっとやろまい」を合言葉に、
ひとりでも多くの人がボランティア活
動に参加していただけるよう、多様な
ボランティア、市民活動をみなさんに
提案しています。

市民の方を、ボランティア活動の参加へつなげるため、啓発・発信をしています。
市内46カ所にボランティア情報掲示板を設置し、子どもから高齢者まで誰でも、参加・活動できるきっかけづくりをしています。

ボランティア実践者8人が、お話を聞かせてもらっています。「何があるのか教えて欲しい」
「自分にできることはあるのか」「話し相手ならできるけど」「ボランティアの一歩がでない」
何でもいいです。まずは来て話を聞かせてください。

地域で活動するボランティアを増やすため、講座を開いたり、活動場所を提案しています。
また、「誰でもボランティア」を目指し日々アンテナを張り、活動者を発掘しています。

活動している団体・個人、ボランティアを依頼する施
設や病院などの登録。
登録すると活動紹介やボランティア募集など情報発
信や活動場所を提供しています。

今回は、『ボッチャ』で交流をしました。活動中の方、ボランティアに興味のある方やボッチャをやってみたい
方など、スタッフを含め５８人が集まり、楽しい1日を過ごしました。当日は、ボッチャ大会にも出場している、
日本福祉大学2年生の岩瀬創太郎さんの講話とボッチャのデモンストレーションで会場が盛り上がりまし
た。家族で参加したお子さんが、点数が取れず泣いてしまったハプニングもありましたが、和気あいあいと
した雰囲気で終えることができました。令和6年度も、交流会を予定しています。
ボランティアを知るきっかけとして「参加」してみませんか!!

【これからのボランティアセンター】
　近年、ボランティアを取り巻く環境が変化し、社会の支え手として期待が高まっていま
す。しかし、ボランティアを安上がりな「資源」として活用されることが多くなり、改めて「住
民主体」とは何かが問われています。
　東海市社協ボランティアセンターでは、「地域のあらゆる住民が居場所と役割を持って、支え合い・助け合いながら自分らしく活動した
り、活躍できる場」が求められている中で「する人とされる人」という関係ではなく、相互に、よりよい「地域づくり」を目指すため、地域生活
課題のフロントとして「プラットフォーム（情報を集約する場）としての役割」を果たすことが重要になっています。
　今後は、地域住民等の自主的・自立的な活動であるボランティア・市民活動を通じ、住民主体の地域福祉の推進につながることを目的に
進めていきます。

「ボランティアセンター」はしあわせ村にあります

ボランティアセンター業務

ボランティア情報発信

《ボランティア登録》

ホームページ・メール、スマイルゆうネット（トヨタボランティアネットワークシステム）、X（旧ツイッター）、
フェイスブック、YouTube、インスタグラム、チラシ配布などで情報発信をしています。

《その他》

手話奉仕員、傾聴、点訳、音訳、こころんサポート、移送、託児　など《主な講座》

ボランティア活動中のケガや
破損などの補償
年度更新で保険料は２５０円から

《ボランティア活動保険受付》

《相談窓口開所》
平日8時30分～17時15分
（土・日・祝お休み）

《ボランティアセンター》

現在の登録者数

どんな相談が多い？

ボランティアグループ
個人ボランティア

87団体
45人

この他にも、地域の中で
見守り活動やつどい場運
営などの活動をしている
方もいます。

「ボランティア情報」は届いてますか？

ボランティア養成 きっかけをつくり、活動へつなげてます！

ボランティア相談・コーディネート「活動したい！」「ボランティアに来てほしい」をつなげています！

毎月1日最新情報を発行、
みなさんにお届けしています。

ボランティアに関すること。何でも聞かせてください!
10時～12時
13時～15時

毎週火曜日／第２・４土曜日
第１・３・５土曜日

＊何かしたい！
＊仕事を退職したから
＊子ども・子育てに関わる活動がしたい
＊施設のイベントで演奏してほしい

音訳講座 認知症サポーター講座
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ボランティア活動者の交流と誰でもボランティア活動に一歩を踏み出すきっかけとして「ボランティア交流会」を年１回開催しています。
ボッチャフェスティバル ～ボランティア交流会２０２３～ 報告




